
WSJT-X　操作画面説明

QSOの見本
JA8INXがCQをだしている
JF1WLKがJA8INXを呼んでいる
JA8INXがJF1WLKに-02dbのレポートを送っている
JF1WLKがJA8INXにR+06dBのレポートを送っている
JA8INXがJF1WLKにRR73で交信終了を送っている
JF1WLKがJA8INXに73で交信終了を送っている

時間のズレ

送信周波数

識別記号
FT8

JF1WLKの強さ
-02dB

受信レベルは40前
後がお勧め。

PC側のマイク音源
調整で合わせる

送信周波数を固定

送信を偶数又は奇数

チエックすると最初にデコードした局と自動で交信を始める
チェックすると自動モードに変わる

手動でログを起動。普通は自動

CQ局のみを表示する シングルクリック⇒右の画面を消す

ダブルクリック⇒左の画面を消す

送信開始 送信中止

メニューを消して表示でき

る行数を増やす

送信出力を決める

所説はあるがALCが触
れない位置で使う

送信周波数を受信と同じに

受信周波数を送信と同じに

相手の強さ
+3db



相手をクリックした段階のTAB1の状態



Tx1をダブルクリックすると
送信時にPM95は送らずに
-18のレポートで開始する



Tx4をダブルクリックす
ると、終了時がRRRか
らRR73に変わる



CQとコールの間に２文字
自由に入れられる。

例 DX NA EU AS AF など



JT65の信号

数字を増やすと表示でき

る

数字を大きくすると

縦の時間が短くなる

画面の色が変わる

中央で青
受信した信号の見え方が変わる

左に 強い信号が見える

右に 弱い信号も見えるがノイズ多い

赤 送信周波数 SHIFT+左クリック
緑 受信周波数 左クリック

右クリックで周波数位置がポップアップして、左クリックで送信周波数を決定

利点は右手のみで操作できる

+1KHz


